
○貸借対照表

＜総括表＞ （単位　円）

本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減

25,157,649,609 25,556,242,221 △ 398,592,612

17,684,113,473 18,071,847,360 △ 387,733,887

土地 6,471,168,554 6,483,974,760 △ 12,806,206

建物 8,646,127,532 8,963,531,061 △ 317,403,529

その他の有形固定資産 2,566,817,387 2,624,341,539 △ 57,524,152

7,112,773,639 7,110,773,639 2,000,000

360,762,497 373,621,222 △ 12,858,725

13,570,309,620 14,504,592,649 △ 934,283,029

13,368,887,829 14,268,534,950 △ 899,647,121

201,421,791 236,057,699 △ 34,635,908

38,727,959,229 40,060,834,870 △ 1,332,875,641

本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減

1,690,877,879 1,685,437,393 5,440,486

長期借入金 0 0 0

その他の固定負債 1,690,877,879 1,685,437,393 5,440,486

734,808,096 691,366,949 43,441,147

短期借入金 0 0 0

その他の流動負債 734,808,096 691,366,949 43,441,147

2,425,685,975 2,376,804,342 48,881,633

本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減

41,563,084,486 41,442,983,425 120,101,061

第１号基本金 40,762,865,966 40,644,764,905 118,101,061

第２号基本金 129,908,520 129,908,520 0

第３号基本金 235,310,000 233,310,000 2,000,000

第４号基本金 435,000,000 435,000,000 0

繰越収支差額 △ 5,260,811,232 △ 3,758,952,897 △ 1,501,858,335

　純資産の部合計 36,302,273,254 37,684,030,528 △ 1,381,757,274

38,727,959,229 40,060,834,870 △ 1,332,875,641

　貸借対照表は、年度末時点における資産・負債・純資産を把握し、学校法人が教育・研究に必要な財産を適正・安全に保持してい
るかどうかを確認するために作成されています。
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○貸借対照表の概要

  【前年度決算対比】

　①資産の部

　②負債の部

　③純資産の部

　基本金は、第1号基本金で建物の改修等の関係で、118,101千円の増加となりました。
　第3号基本金に、運用果実残金2,000千円が増加しました。
　繰越収支差額はマイナスが1,501,858千円増加し、純資産の部合計で1,332,876千円が、前年度に対し減少となりました。

　有形固定資産は、土地ではセミナーハウスの売却により減少し、建物では吉備国際大学学生会館改修工事、九州医療科学
大学厚生棟空調工事で約1億8千万円増加しましたが、約5億円の減価償却により317,404千円の減少となりました。
　教育研究用機器備品は、九州医療科学大学に救急車カットモデルの購入など増加しておりますが、除却もあり152,000千円
の減少となりました。特定資産では第3号基本金引当特定資産が、運用果実6,000千円のうち奨学金として4,000千円の支出と
なりましたので2,000千円増加しました。その他の固定資産は、長期前払金は、主に火災保険分の減少がありました。流動資
産は現金預金が899,647千円の減少となり、流動資産全体で934,283千円の減少となりました。
  結果、資産の部合計で1,332,876千円の減少となりました。

　固定負債は退職給与引当金38,192千円の増加がありましたが、訴訟損失引当金の計上が不要になりましたので、5,440千円
の増加になっています。流動負債で前受金が67,881千円増加し、結果、負債の部合計で約48,881千円の増加となりました。

有形固定資産 20.1%

特定資産 8.1%

その他の固定資産 0.4%

流動資産 15.4%

固定負債 1.9%
流動負債 0.8%

基本金 47.2%

繰越収支差額 -6.0%

貸借対照表構成比率


